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 論文題名 
The role of cytotoxic T cells in IgG4-related dacryoadenitis and sialadenitis,  








                                           
 研究方法   
   MD患者 12名の顎下腺組織と SS患者 12名の口唇腺組織に対して、免疫染色と蛍 
光抗体法を用いた多重染色を行い、浸潤した CTLにしめる Perforin(PRF)陽性 CTL、 




   MDでは SSと同程度の CTLが浸潤していたにもかかわらず、PRF陽性 CTLの割 
合は有意に小さく、GZMB陽性 CTLの割合は小さい傾向がみられた。逆に PD-1陽 
性 CTLの割合はMDで有意に大きく、CTLの活性化との関連が示唆された。                               
 
結論 
   MDでは細胞障害性顆粒を有する CTLは少数であり、この CTLの状態はHIV 感 
染における疲弊や悪性腫瘍におけるアナジーのように、PD-1の発現と関係している 
可能性が示唆された。                                               
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た。また、Programmed Death-1 (PD-1)陽性の CTL の割合はシェーグレン症候群よりもミ
クリッツ病で有意に大きいことを明らかにした。それにより、ミクリッツ病では CTL の機
能が抑制されている可能性が示唆された。これらの結果はミクリッツ病の病態を解明する
うえで重要な知見と考えられ、本論文は博士論文に値するものと認められた。 
 
